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1. 序論  

	 本論文は、日本の都市形成過程を元に、

都市の「中心性」について示唆を与えるも

のである。戦後、都市計画家の丹下健三は、

東京計画 1960において、都心に代わる線形
都市を考案し、広場を含む核（コア）を都

市の成長の必要性から都市軸上に配置する

ことで、新しい都心に代わるコアの成長形

態を提案した。(図 1-1)(1) 一方、「四全総」

や「２１世紀の国土のグランドデザイン」

において、人口や諸機能の東京一極集中が

一層進み、国土の不均衡発展を是正するた

めに、全国総合開発計画により「多極分散

型国土の構築」などがキャッチフレーズと

して掲げられ、多核多重構造のようなイ

メージを打ち立てる都市が多く現れた。(2)

その後、都市の郊外化と中心市街地の衰退

が顕著となり、多核化、分散に対するコン

パクトシティ構想が全国で普及し、平成 18

年に「まちづくり三法」が改正され「コン

パクトシティ（集約型都市構造）」に向け

ての制度化が図られた。中でも市街地レベ

ルでの都市機能集約方策の一つとして、中

心市街地活性化法が挙げられる。中心市街

地活性化基本計画（以下、中活計画）によ

り様々な事業の展開が可能となったが、活

性化が図られている市町は少ないのが現状

である。特に中活計画において、都市の「中

心」および「区域」の設定状況は、個別に

決定されるため、その設定数や規模・設定

方法には大きな差があると推測される。 

そこで中活計画を題材として、中心市街

地における中心要素を抽出し、日本都市の

「中心性」について再考する。具体的に以

下三点を目的とする。①日本の都市形成史

を中心機能から整理し、国外の計画都市プ

ランにおける中心要素の特徴と概念的変遷

を整理する。②中活計画を策定している中

核市を対象に、都市の中心要素を分析し、

中心及び区域設定の実態を整理する。③中

心性指標を構築し、指標を基に類型化、各

特徴を明らかにするとともに、姫路市を対

象として中心市街地における環境整備課題

とその方向性を提示する。 

2.本研究の位置づけ	

(1)既存研究レビュー  

中心市街地に関する近年の既往研究を整

理する。中心市街地活性化法制定後から、

①中心部の商業活動の衰退、②郊外への様

機能展開、③地方都市の人口減少をテーマ

とした研究等が多数行われ、商業活動の衰

図 1-1東京計画 1960 



表 3-2 四つの中心機能から捉えた「中心性」変遷表 

退と今後の予測についての研究が多く挙げ

られる。回遊行動をGISを用いて研究した
もの(3)、商業施設の分布と駅の関係性を統

計的分析から研究したもの(4)、人口と商業

床面積の変化に関する研究(5)など様々な研

究がなされてきた。一方、中活計画に対す

る「活性化」の効果やその設定に疑問を抱

き、課題を示唆する論文も多く、近年では

計画内容の特徴を観光統計から類型化した

研究(6)、目標指標の達成状況と都市類型の

関連性の研究(7)などが挙げられる。 
(2)本研究の特長  

しかしいずれの研究にも、中心市街地に

おける「中心性」そのものに疑問を投げか

けた論文は少なく、本研究では日本都市の

歴史的な都市形成過程を中心機能で分化し

捉え直すことで、現代の中心市街地におけ

る「中心性」」について再考するための示唆

的研究に特長がある。 

3. 都市形成史から捉えた「中心性」の整

理	

	 まず日本の都市形勢過程を四つの中心機

能から捉える。（表 3-1）	
	

表 3-1四つの機能による都市形成過程の概観 



表 4-2 中心性指標対象施設一覧 

表 3-4 海外都市プランの中心要素による変遷 

支配、宗教、商業、交通の４つの中心機

能を整理すると、権威を示すための宗教や

軍事力といった中心要素（城郭や寺院、神

社といった歴史的建造物）は、都市の象徴

（シンボル）となっていること、歴史的建

造物は宗教機能から保存活用の対象となり、

現代の日本都市において観光資源として活

用されてきたこと、一方で、支配機能の一

部業務・行政機能へ変化したこと、地方都

市の中心市街地は商業施設等の郊外移転が

進行したことにより、空洞化が進んだ背景

から都市機能の集積を誘導する都市のコン

パクト化を図るため、駅前再開発などの交

通中心が拡大するとともに、商業・交通中

心の空間的近接化が生じてきており、都市

施設機能の集積度合いが重要視されている

ことなどが変遷表から捉えられた。（表 3-2）	
続いて国外都市プランにおける中心要素

の整理を行い、これらから現代の「中心性」

を定義する。古代・中世から権威を表すシ

ンボル性を重視したお城や宮殿を中心とし

て計画していたが、ルネサンス・近世に入

るとシンボル性と機能集積性が混在した街

路や広場を中心とした計画が行われるよう

になり、現代では機能主義の影響もあり機

能集積性を重視した地区やセンターを中心

として計画されるようになる。中心の形態

的変化からみると、点的中心から線的、面

的へと変化していることがわかる。以上か

ら、「中心性」を以下の二つの性質で定義す

る。(表 3-5) 

 
4. 中心性指標による都市類型化と特徴  

	 続いて二つの中心性、シンボル性と機能

集積性を図るための中心性指標を構築する。

対象都市として、中活計画の中で最も策定

数の多い中核市35都市を対象とした。地域
拠点の役割と位置づけ方針に着目した都市

構造に関する研究を行った野嶋らは、地域

拠点の中心に据えた都市機能を、ヒアリン

グを通して明らかにしており、一部を改変

して引用する。(3)(表4-1)施設数を区域面積
を考慮して、各都市の系統ごとに割合を算

出し、「①商業機能集積型」「②交通機能

集積型」「③歴史文化機能集積型」「④総

合集積型」の４つに類型化した。さらに中

心市街地の中で主要な機能を持つ商業施設

と鉄道駅の関係性を考察する。 

表 4-1 中心性指標対象施設一覧 
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表 3-5 二つの「中心性」の定義 



①商業機能集積型…中活計画区域におい

て、大規模商業施設の割合が高いことを示

し、機能集積性が高い都市といえる。(図

4-1)商業施設と鉄道駅の関係性をみると、

鉄道駅に集中して立地している都市が多く、

一極集中型の都市といえる。	 	

②交通機能集積型…中活計画区域におい

て鉄道駅数の割合が高いことを示し機能集

積性が高い都市といえる。特に、LRT や路

面電車を都市内に張り巡らされた都市が多

く該当し、交通機能が整っている都市であ

る。(図 4-1)主要鉄道駅とその他の鉄道駅

という、複数の中心が存在し、二核集中型

やバランスの取れた都市が多いと考えられ

る。	

	

③歴史文化機能集積型…特に歴史文化系

の数値が高く、シンボル性の高い都市とい

える。(図 4-1)商業施設と主要鉄道駅との

関係性をみると、バランス型に該当し、お

城と主要鉄道駅という二核が存在すること

の影響により、駅周辺、まちなかともに商

業施設が立地していると考えられる。	

5. 姫路市における市街地環境整備に関

する課題	

	 ケーススタディとして姫路市を対象とし

た市街地環境整備についてヒアリングを

行った。課題として、人が駅周辺に集中す

る中で観光資源としての城周辺が空洞化し、

まちなかの産業および回遊性が低下しつつ

あり、西二階町商店街や城に近い本町商店

街には空き店舗が多く見られ、城に近づく

ほど増加傾向にあることが挙げられた。姫

路市は駅と城の間隔が短いため徒歩圏内で

まちを回遊できる強みを持っている一方、

二つの中心間での影響を強く受けやすく、

シンボル性と機能集積性のバランスを取る

ことが難しい都市と考えられる。	

6. 今後の課題	

	 本研究では、「中心性」そのものの歴史

的変遷を踏まえた定義を行い、中心市街地

の中心性について分析したが、各都市の間

でも時代ごとに中心の性質は変化しており、

今後の課題として一都市における「中心性」

を深く捉える必要があるだろう。	
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図 4-1 各機能別の代表例 


